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第 1章 事業概要 

 

1．事業目的 

我が国の質の高いインフラの海外展開の促進に向け、インフラの案件組成やスペックインを行う

ため、指導対象国のキーパーソンの招へいや現地への専門家派遣を実施し、我が国の優れた技術等へ

の理解の向上を図る。 

 

2．事業実施者 

一般財団法人 海外産業人材育成協会（AOTS） 

 

3．事業実施期間  

令和 2年 4月 1日から令和 3年 3月 31 日まで 

 

4．事業実施内容 

当初の計画では、事業目的達成のため、受入研修事業については研修生を日本に招へいして研修を

実施するとともに、専門家派遣事業については指導対象国に専門家を派遣して指導を実施する予定

であった。しかし、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、渡航制限が発出される中、事業の

実効性、スケジュール及び期待できる事業成果等を勘案した結果、どのような状況下でも事業が実施

できるよう、Web 会議システム等を活用した遠隔による指導・研修（以下、「遠隔研修」という。実施

前後の打合せ・指導・研修を含む。）を行えるよう、AOTS 内の事業共通規程及び海外インフラ事業規

程を変更・整備し、計画変更を申請した。なお、計画変更承認申請書は 9月 9日付けで経済産業省大

臣官房会計課に提出し、承認された。 

また、今年度中には、ベトナムやマレーシア等、新型コロナウイルス感染症状況が改善した国との

商用を目的とした人の往来（以下、「ビジネストラック」という。）が順次再開されたが、我が国にお

ける感染の再拡大による感染リスクへの懸念、指導対象国における出入国条件の厳格化等の理由に

より、受入研修や専門家派遣の対面での実施を検討するも実現には至らなかった。このため、今年度

の本事業は、専門家派遣事業の一環として遠隔研修を実施した。 

 

5．遠隔研修の実施： 

遠隔研修は、以下のような手順で実施した。 

① 関係機関との連携による企画 

経済産業省、指導対象国の在外公館、関係機関等との連絡及び調整を行い、遠隔研修を企画した。 

② 研修生の募集 

指導対象国のカウンターパート等を通じて研修生を募集した。 

③ 研修プログラムの策定・手配及び経費の支出 

経済産業省貿易振興課及び同省関係課室並びに協力企業等との間で協議された研修計画に基づき、

専門家、通訳、実施会場等を手配し、必要な教材（テキスト翻訳や動画作成）等を準備した。 

また、遠隔研修を実施するにあたって必要な Web 会議システム（Microsoft Teams）のアカウント

を取得し、PCや周辺機材を調達した。 

④ 研修及び附帯業務の実施、管理 

研修統括管理や会計業務等、研修に附帯する業務を行った。 

⑤ 成果の取りまとめ 

案件ごとの実施経費を精算するとともに、研修の成果や課題に関する報告書を取りまとめた。 

 

6．報告書作成 

遠隔研修の成果の取りまとめをもとに、案件ごとの報告書（プログラムの内容、実施結果、講師・

専門家の所見等を含む）を含む事業報告書を作成した。 
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第 2章 事業報告 

 

1．遠隔研修の実施概要 

（1）実施案件概要及び案件概要一覧 

今年度は、10件の案件を受託したが、その内 8案件の遠隔研修を実施した。各案件の実施にあた

っては、経済産業省からの実施指示に基づき調整を進め、AOTS が事業の背景や経済産業省の政策、

各案件の目的及び目標の整合性、研修内容、研修期間及び研修生や専門家の要件妥当性を確認しな

がら進めた。遠隔研修の各案件概要一覧は表 2-1 のとおりである。 

 

【表 2-1】 遠隔研修 各案件概要 

 
関連する

SDGs 
案件名 略称 対象国 研修実施日 

研修

日数 

延べ 

専門家

人数 

研修生

人数 

1 
 ベトナムＧＴＣＣプロジ

ェクト研修事業 
FRVGED ベトナム 2020/12/17 1 3 47 

2 

 インドネシア南スラウェ

シ州系統安定化対策支援

事業 

FRIEED インドネシア 
2021/1/27, 

2/10, 2/25 
3 5 44 

3 

 インドネシア自動車認定

試験場検査職員等人材育

成支援事業 

FRIMED インドネシア 2021/2/17 1 5 53 

4 

 
アジア高官向けＬＮＧセ

ミナー事業 
FRALED 

カンボジア、 

スリランカ、 

バングラデシュ、

ベトナム 

2021/2/25～

2/26 
2 11 13 

5 
 ベトナム水産インフラ輸

出構想研修事業 
FRVFED ベトナム 2021/2/26 1 4 32 

6 
 ケニアロードスタビライ

ザー工法普及促進事業 
FRKSED ケニア 

2021/3/1～

3/2 
2 5 36 

7 

 ベトナムＡＰＥＣ質の高

いインフラ開発・投資の質

に関するインフラピアレ

ビュー及び能力構築支援

事業 

FRVAED ベトナム 
2021/3/4～

3/6 
3 4 52 

8 

 コロンビアメデジン市新

都市交通システム導入促

進支援事業 

FRCTED コロンビア 2021/3/13 1 2 12 

      合計 39 289 

（2）国別の案件数及び研修生人数 

遠隔研修の国別実施概要は表 2-2 のとおりである。 

【表 2-2】 遠隔研修の国別実施概要 

国別 

遠隔研修  

研修生

人数 

延べ専門

家人数※ 

研修日

数 

案件数 ※専門家人数は各国ごとに 1名とカウントする 

インドネシア 97 10 4 2  

カンボジア 4 11 2 1  

ケニア 36 5 2 1  

コロンビア 12 2 1 1  

スリランカ 6 11 2 1  

バングラデシュ 1 11 2 1  

ベトナム 133 22 6 3  







5 

計画の関係者を招へいすることができなかったが、代替手段としてオンライン研

修を行い、地下鉄路線でも AGT に優位性があることを訴求し、メデジン市側の

AGT に対する関心及び理解を確認することができた。 

 

 

第 3章 まとめ 

 

今年度は本事業を通して専門家派遣の遠隔研修 8案件を実施した。対象は 7 か国、289 人に対し指導

を行った。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、全ての案件が遠隔研修となったが、Web 会議システムの利

点を活かし、政府高官をはじめ、多様な分野の多様な層の人材に対して我が国の質の高いインフラ技

術を紹介し、理解者を増やすことに寄与したと考える。 

今年度の事業において築いた良好な人間関係や我が国のインフラ技術に対する高い評価や信頼感を

生かして、将来の案件受注や事業化に向けた FS調査や新たな技術支援、高技能人材の育成等、一歩踏

み込んだ活動につながることが期待される。 

 

 

以上

 




